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９月の星空案内
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　９月に入り秋めいてきましたが、 夜空も少しずつ季節が変わっていきます。 西の空には夏の星座、 東の空には秋の星座が見えています。

頭の真上近くから少し西の方にかけて明るい星が３つ見えます。 こちらが夏の大三角です。 明るく見える星から順にベガ（0.0 等）、 ア
ルタイル（0.8 等）、デネブ（1.2 等）と名前がついています。 ベガはこと座、アルタイルはわし座、デネブははくちょう座の星座の星です。

　変わって秋の星座は四角の形が案内人です。 東の空の高いところ、 少しいびつな四角の形が作れます。 秋の四辺形と呼ばれる星並び

です。 夏の大三角に比べると暗い星たちです。 秋の四辺形は天馬の姿をしたペガスス座の体の部分にあたります。 さらに秋の四辺形の

西寄りの星２つを結び南へと伸ばしましょう。するとぽつんと明るい星が見えます。秋の星座唯一の１等星フォーマルハウト（1.2等）です。

フォーマルハウトは魚の口という意味で、 その名の通りみなみのうお座という星座の口元に輝く星です。

天体観望会のご予約はネットかお電話にて　【毎週土曜日開催 / 19 時～ , 20 時～ , 21 時～】

阿南市科学センター　　電話 0884-42-1600　　http://ananscience.jp/science/
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９月の天体観望会で月が見える日時は？

９/1１( 土 ) ・ ・ ・ １９時の回で観察可

９/１８( 土 ) ・ ・ ・ 全ての回で観察可

■ ９月の月の満ち欠けと惑星について

水星 ： 中旬頃の日没後、 西のごく低空に見える。 【約０.２等】

金星 ： 日没後、 西の低空に見える。 【約－４.１等】

火星 ： 見かけが太陽に近く、 観察が難しい。 【約 1.7 等】

木星 ： 夜のはじめ頃から未明まで見える。 【約－2.８等】

土星 ： 夜のはじめ頃から未明まで見える。 【約 0.4 等】

※惑星の等級は中旬頃の明るさ。

■ ９月のおすすめ天体

　　今年の中秋の名月は 9月21日です。 9月21日は満月ですが、 中秋の名

月と満月が同じ日になるのは 8 年ぶりです。 それは中秋の名月の日と、 満

月の日とで決め方が異なるためです。 中秋の名月は旧暦の8月15日で、

新月の日を1日として15 日目にあたります。 一方満月の日は、 月が地球を

挟んで太陽の反対側にくる瞬間（望）を含む日付となります。 月は楕円を描

きながら地球の周りを回っていることや、 太陽と地球の位置や月との位置

関係により、 公転の速度が異なります。 そのため望から次の望までの周期

は同じではありません。 このようなことから、 中秋の名月と満月は同じ日に

なるとは限らないのです。

　　さて中秋の名月の日、 徳島では18 時半ごろからだんだんと月が昇って

きます。 秋の夜長、 のんびりとお月見を楽しんでみてはいかがでしょうか。

★中秋の名月 （９月２１日）

写真１． 2020 年の中秋の名月

★球状星団　M15
　　ペガスス座の鼻の先にＭ１５という天体があります。 星た

ちが集まっているものを星団といいます。 Ｍ１５は数十万から

数百万の星たちがボール状に集まっています。 星団の中で

も球状星団という種類の天体です。 科学センターの望遠鏡

で見てみると、 中心に近づくにつれ星たちが密集している様

子が見られます。

　　球状星団は非常に古い星たちの集まりだと考えられてい

ます。 しかし球状星団がどのようにできたかの過程は詳しく

わかっていません。 今後の研究に期待したいところですね。写真２． 科学センターで撮影した M15 （by A.Suzuki）


